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Symbolically painting mental impressions into paintings 
―Tetsugoro Yorozu before and after graduation from 

Tokyo Fine Arts School

MATSUMOTO, Katsuya

Abstract

　　In this paper, I examine Yorozuʼs activities leading up to and follow-
ing his graduation from Tokyo Bijutsu Gakko （Tokyo Fine Arts School）. 
Although previous studies have classified Yorozuʼs career into three pe-
riods, I focus on the first period （1908―1914）. This study is based on 
Yorozuʼs essay, “My personal history,” in which he reflects on his artistic 
career.
　　In Chapter 2, I explore and analyze critiques of the exhibitions 
Tetsugoro Yorozu participated in when he was a student at Tokyo Fine 
Arts School, as well as his graduation project. In particular, his gradua-
tion work, “RATAIBIJIN （Nude Beauty）” （1912）, which was designated 
an Important Cultural Property in 2000, was controversial and seen as 
unconventional at a time when Tetsugoro Yorozu was unknown.
　　In Chapter 3, I examine contemporary critiques of Tetsugoro Yoro-
zuʼs works, particularly during the period when he was influenced by 
Van Gogh and Henri Matisse and joined the HYUZANKAI （Fusain As-
sociation）, a Japanese avant-garde art movement.
　　Finally, in Chapter 4, I summarize this paper by reviewing the paint-
ing theory written by Tetsugoro Yorozu in later years.
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「
心
的
印
象
」
を
「
象
徴
的
」
に
描
く
こ
と 

―
東
京
美
術
学
校
卒
業
前
後
の
萬
鐵
五
郎

松　

本　

和　

也

Ⅰ　
萬
鐵
五
郎
評
価
の
形
成

　

近
代
日
本
の
洋
画
史
上
、
大
き
な
展
開
期
の
一
つ
は
明
治
末
年
だ
っ
た
。
こ
の
時
、
印
象
派
を
は
じ
め
と
す
る
西
洋
美
術
の
新
傾

向
が
、
一
挙
に
日
本
に
紹
介
、
移
入
さ
れ
て
い
っ
（
（
（
た
。
そ
の
実
作
と
し
て
の
端
緒
が
、
当
時
「
日
本
の
モ
ネ
」
と
称
さ
れ
た
山
脇
信

徳
に
よ
る
《
停
車
場
の
朝
》（
一
九
〇
九
）
だ
と
す
れ
（
（
（
ば
、
フ
ォ
ー
ヴ
ィ
ス
ム
に
ま
で
到
達
し
た
萬
鐵
五
郎
《
裸
体
美
人
》（
一
九
一

二
）
は
そ
の
掉
尾
を
飾
る
作
品
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
東
京
美
術
学
校
で
黒
田
清
輝
に
教
わ
っ
た
萬
が
、
後
に
「
わ
が
国
フ
オ
ー
ヴ
イ

ス
ム
の
記
念
的
作
（
（
（
品
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
《
裸
体
美
人
》
を
描
く
に
至
っ
た
軌
跡
は
、
明
治
洋
画
史
の
帰
結
を
象
徴
し
て
い
る
よ

う
で
も
あ
る
。

　

こ
こ
で
、
二
〇
〇
〇
年
に
《
裸
体
美
人
》
が
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
際
の
、
萬
鐵
五
郎
紹
介
の
一
節
を
引
い
て
お
く
。
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萬
鐵
五
郎
（
一
八
八
五
―
一
九
二
七
）
は
岸
田
劉
生
や
中
村
彝
ら
と
並
び
大
正
期
の
日
本
洋
画
を
代
表
す
る
画
家
で
あ
る
。

明
治
末
年
、
雑
誌
『
白
樺
』
や
高
村
光
太
郎
ら
に
よ
り
自
我
の
解
放
を
謳
う
新
思
潮
と
と
も
に
フ
ラ
ン
ス
後
期
印
象
派
の
絵
画

が
紹
介
さ
れ
た
が
、
美
術
学
校
時
代
に
そ
の
感
化
を
受
け
た
萬
は
、
四
一
年
の
生
涯
の
間
に
フ
ォ
ー
ヴ
ィ
ス
ム
の
影
響
を
受
け

た
「
裸
体
美
人
」
や
キ
ュ
ビ
ス
ム
を
取
り
入
れ
た
「
も
た
れ
て
立
つ
人
」（
大
正
六
年
）
な
ど
を
制
作
し
、
西
洋
の
新
様
式
に

触
発
さ
れ
な
が
ら
も
一
貫
し
て
独
自
の
表
現
を
追
求
し
た
。
そ
の
画
業
は
、
西
洋
か
ら
移
入
し
た
「
近
代
的
」
芸
術
理
念
を
日

本
化
す
る
先
駆
的
な
業
績
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
（
（
（
る
。

　

萬
を
「
西
洋
の
新
様
式
」
と
の
関
係
か
ら
捉
え
る
見
方
は
、《
裸
体
美
人
》
に
論
及
し
た
先
行
研
究
に
お
い
て
も
、
次
の
よ
う
に

示
さ
れ
て
い
る
。

　

明
治
の
三
〇
年
代
に
は
お
よ
そ
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
な
《
裸
体
美
人
》
の
強
烈
な
自
己
主
張
を
も
た
ら
し
た
歴
史
的
背

景
と
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
時
代
に
特
に
目
立
つ
二
つ
の
現
象
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
つ
は
、
当
時
一
般
に

〈
後
期
印
象
派
〉
の
名
で
一
括
し
て
呼
ば
れ
て
い
た
印
象
派
以
後
の
新
し
い
絵
画
表
現
の
影
響
を
た
っ
ぷ
り
と
受
け
て
帰
っ
て

来
た
新
進
帰
朝
美
術
家
た
ち
の
活
躍
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
そ
れ
ら
西
欧
の
新
し
い
傾
向
を
情
熱
的
に
紹
介
し
た
雑
誌
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ズ
ム
の
隆
盛
で
あ
（
（
（
る
。

　

ま
た
、
西
洋
美
術
の
新
傾
向
の
影
響
を
受
け
て
、
そ
れ
ら
を
血
肉
化
し
た
創
作
を
進
め
、
美
術
史
上
に
名
を
残
し
た
画
家
と
し
て
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は
、
岸
田
劉
生
と
萬
鐵
五
郎
が
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。「
萬
鐵
五
郎
展
」（
小
田
急
百
貨
店
、
一
九
七
二
）
の
紹
介
記
事
に
お
い

て
、
萬
は
次
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　

近
年
大
正
期
の
日
本
洋
画
の
再
評
価
が
さ
か
ん
に
な
る
に
つ
れ
、
岸
田
劉
生
と
並
ん
で
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
た
の
が

萬
鐵
五
郎
で
あ
る
。
岸
田
劉
生
が
日
本
の
近
代
洋
画
―
油
絵
を
確
立
し
た
画
家
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
萬
鐵
五
郎
は
昭
和

の
洋
画
界
に
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
を
示
唆
し
た
画
家
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
（
（
（
う
。

　

右
に
い
う
、
萬
が
担
っ
た
「
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
」
と
は
、
近
代
日
本
に
移
入
さ
れ
た
西
洋
美
術
の
新
傾
向
（
印
象
派
、
ポ
ス
ト

印
象
派
、
フ
ォ
ー
ヴ
ィ
ス
ム
、
エ
キ
ス
プ
レ
ッ
シ
ョ
ニ
ズ
ム
、
キ
ュ
ビ
ス
ム
な
ど
）
を
指
す
の
だ
ろ
う
。
も
と
よ
り
そ
れ
は
、
同
時

期
を
生
き
た
洋
画
家
に
等
し
く
課
せ
ら
れ
た
条
件
で
あ
っ
た
は
ず
だ
が
、
萬
が
積
極
的
に
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
、
関
心
を
寄
せ
て
い
た

こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
う
し
た
萬
の
軌
跡
を
、
田
中
淳
は
次
の
よ
う
に
整
理
し
て
い
る
。

美
術
学
校
の
卒
業
制
作
で
あ
る
〈
裸
体
美
人
〉（
一
九
一
二
）
を
か
わ
き
り
に
、〈
も
た
れ
立
つ
人
〉（
一
九
一
七
）
ま
で
は
、

後
期
印
象
派
、
フ
ォ
ー
ヴ
ィ
ス
ム
、
そ
し
て
未
来
派
、
抽
象
絵
画
、
キ
ュ
ビ
ス
ム
と
い
う
よ
う
に
、
ほ
ぼ
同
時
代
に
う
ま
れ
た

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
絵
画
か
ら
の
受
容
の
軌
跡
で
あ
っ
た
。
そ
の
間
の
萬
に
と
っ
て
、
新
し
さ
を
求
め
て
止
む
こ
と
な
く
、
そ
し
て
加

速
度
的
に
追
し
よ
せ
る
「
外
発
的
な
開
化
」、
あ
る
い
は
「
近
代
」
な
る
も
の
を
、
単
な
る
模
倣
で
は
な
く
、
い
か
に
「
内
発

的
」
な
問
題
と
し
て
、
自
己
の
表
現
の
う
ち
に
と
り
込
む
か
が
課
題
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
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さ
ら
に
田
中
は
、「
様
々
な
絵
画
の
受
容
の
背
後
に
あ
る
萬
の
精
神
的
な
歩
み
こ
そ
、
萬
の
芸
術
の
本
質
、
も
し
く
は
彼
に
と
っ

て
の
「
近
代
」
を
解
き
あ
か
す
こ
と
に
な
（
（
（
る
」
と
論
じ
て
、
西
洋
美
術
の
新
傾
向
／
萬
鐵
五
郎
の
作
品
／
萬
の
精
神
―
そ
れ
ぞ
れ

の
関
係
を
一
挙
に
捉
え
る
必
要
性
を
説
い
て
い
る
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
萬
鐵
五
郎
の
初
期
キ
ャ
リ
ア
を
同
時
代
の
視
座
か
ら
再
検
証
し
て
い
く
。

　

な
お
、
本
稿
で
は
、
萬
の
「
芸
術
的
展
開
」
を
「
三
つ
の
時
期
」
に
わ
け
た
陰
里
鐵
郎
の
議
論
に
即
し
て
、「
美
術
学
校
後
半
期

か
ら
ヒ
ュ
ウ
ザ
ン
会
参
加
の
時
期
（
一
九
〇
八
～
一
九
一
四
）、
フ
ォ
ー
ヴ
ィ
ス
ム
時
代
」
で
あ
る
「
第
一
（
（
（
期
」
を
扱
う
。

Ⅱ　
ア
ブ
サ
ン
ト
会
、
卒
業
制
作
な
ど

　

本
節
で
は
、
第
一
回
ヒ
ュ
ウ
ザ
ン
会
展
覧
会
ま
で
の
萬
を
検
証
す
る
。
そ
れ
に
先
だ
ち
、
年
表
的
に
萬
の
キ
ャ
リ
ア
を
振
り
返
っ

て
お
こ
（
（
（
う
。

　

一
九
〇
七
年
、
四
月
に
東
京
美
術
学
校
（
現
・
東
京
芸
術
大
学
）
西
洋
画
科
予
備
科
に
入
学
し
た
萬
は
、
同
年
九
月
、
東
京
美
術

学
校
西
洋
画
科
本
科
に
入
学
す
る
。
一
九
一
一
年
五
月
、「
ア
ブ
サ
ン
ト
同
人
小
品
展
」、
一
九
一
二
年
一
月
、「
巣
鴨
洋
画
展
覧
会
」

に
そ
れ
ぞ
れ
参
加
し
た
後
、
同
年
三
月
に
は
、
東
京
美
術
学
校
西
洋
画
科
本
科
を
卒
業
す
る
。
な
お
、
卒
業
制
作
は
《
裸
体
美
人
》

と
《
自
画
像
》
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
研
究
科
に
籍
を
置
き
、
同
年
五
月
「
山
中
恕
亮
主
催
美
術
展
」、「
第
一
回
雑
草
会
展
」
に
参

加
し
た
。
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こ
の
間
の
こ
と
を
、
萬
は
「
私
の
履
歴
書
」（『
中
央
美
術
』
一
九
二
五
・
一
一
）
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
振
り
返
っ
て
い
る
。

　

僕
達
は
明
治
四
十
年
に
入
学
し
て
四
十
五
年
に
出
た
訳
で
あ
る
。
今
か
ら
考
へ
る
と
此
の
年
位
僕
に
と
つ
て
多
事
な
年
は
な

か
つ
た
。
正
月
に
其
頃
住
ん
で
ゐ
た
処
か
ら
も
近
く
又
原
町
の
研
究
所
の
人
達
も
多
か
つ
た
の
で
巣
鴨
で
開
い
た
展
覧
会
に
出

品
し
た
が
そ
の
絵
を
齋
藤
與
里
が
新
聞
に
ほ
め
て
書
い
た
の
で
其
新
聞
を
持
つ
て
来
て
見
せ
て
呉
れ
た
人
が
あ
つ
た
の
を
覚
え

て
ゐ
る
。
そ
れ
か
ら
四
月
に
か
な
り
長
く
か
ゝ
つ
て
書
い
た
百
号
の
卒
業
制
作
…
…
こ
れ
は
ゴ
ツ
ホ
や
マ
チ
ス
の
感
化
の
あ
る

も
の
で
半
裸
の
女
が
赤
い
布
を
巻
い
て
鮮
緑
の
草
原
に
寝
こ
ろ
ん
で
ヘ
イ
ゲ
イ
し
て
ゐ
る
図
…
…
を
学
校
で
展
覧
さ
れ
た
。

（
一
九
七
頁
）

　

以
下
、
当
時
の
展
覧
会
評
な
ど
か
ら
、
萬
や
萬
が
関
わ
っ
た
展
覧
会
の
同
時
代
評
価
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

　
「
ア
ブ
サ
ン
ト
同
人
小
品
展
」（
本
郷
・
パ
ラ
ダ
イ
ス
、
一
九
一
一
・
五
・
二
〇
～
二
一
）
に
つ
い
て
は
、
展
覧
会
評
が
あ
る
。
正

宗
得
三
郎
は
「
ア
ブ
サ
ン
ト
同
人
画
会
」（『
読
売
新
聞
』
一
九
一
一
・
五
・
二
八
）
に
お
い
て
、「
芸
術
は
自
己
の
芸
術
、
自
己
の

憧
て
ゐ
る
芸
術
熱
位
、
尊
い
、
恋
い
、
心
持
の
よ
い
も
の
は
な
い
」
と
前
提
し
た
上
で
、
会
全
体
を
次
の
よ
う
に
評
し
て
い
る
。

今
こ
の
ア
ブ
サ
ン
ト
会
は
、
画
の
い
ゝ
悪
い
で
は
な
い
、
こ
の
会
の
主
意
書
に
も
書
い
て
あ
る
通
り
、
若
い
も
の
ゝ
夢
み
て
ゐ

る
、
心
と
、
新
ら
し
い
芸
術
に
生
ん
と
す
る
願
望
な
の
で
あ
る
。
日
本
の
絵
具
を
砕
い
て
ゐ
た
人
達
も
、
油
絵
具
や
、
ゴ
ア
シ

で
、
セ
ザ
ン
ヌ
や
ル
ノ
ア
ル
を
夢
み
て
ゐ
る
。
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セ
ザ
ン
ヌ
、
ル
ノ
ア
ー
ル
の
固
有
名
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
会
が
西
洋
美
術
の
新
傾
向
を
意
識
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
。
し
か
も
、
そ
れ
は
出
品
者
ば
か
り
で
な
く
、
鑑
賞
者
に
も
共
有
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

僕
の
行
つ
た
時
は
、
狭
い
二
階
は
殆
ん
ど
学
生
で
一
杯
で
あ
つ
た
、
新
ら
し
い
芸
術
は
、
新
ら
し
い
人
の
集
合
を
得
、
若
い
人

は
若
い
人
の
集
合
を
得
る
の
は
自
然
の
原
則
で
あ
る
。（
七
面
）

　

こ
う
し
た
機
運
は
、「
第
二
期
に
入
り
つ
ゝ
あ
る
油
絵
界
」（『
新
日
本
』
一
九
一
二
・
一
）
の
齋
藤
與
里
に
よ
っ
て
、「
其
の
内
容

は
莵
も
角
之
〔
ア
ブ
サ
ン
ト
会
〕
も
亦
第
二
期
に
入
り
つ
ゝ
あ
る
絵
画
の
係
脈
に
漏
れ
な
い
会
合
と
見
て
差
支
な
い
」（
一
五
二
頁
）

と
位
置
づ
け
ら
れ
て
も
い
た
。
ま
た
、
青
木
繁
作
品
が
展
観
さ
れ
た
縁
で
、
同
展
が
福
岡
で
開
催
さ
れ
た
際
に
は
、
無
署
名
「
洋
画

界
の
印
象
（
上
）」（『
福
岡
日
日
新
聞
』
一
九
一
二
・
二
・
一
三
）
が
発
表
さ
れ
、
次
の
よ
う
な
論
評
が
出
た
。

▲
ア
ブ
サ
ン
ト
洋
画
会
は
明
治
末
期
か
ら
毅
然
頭
角
を
現
し
斯
界
の
高
踏
派
を
以
て
目
せ
ら
れ
、
旧
芸
術
打
破
と
新
運
動
の
先

駆
者
と
な
つ
て
或
意
味
に
於
て
斯
界
の
革
命
児
を
以
て
任
じ
て
居
る
〔
、〕
新
進
洋
画
家
の
会
合
で
斯
の
伊
太
利
の
ヒ
ユ
ー
チ

リ
ス
ト
に
類
似
し
て
居
る
（
七
面
）

　

こ
こ
で
は
、「
新
運
動
」、「
革
命
児
」
と
い
っ
た
表
現
に
く
わ
え
「
ヒ
ユ
ー
チ
リ
ス
ト
〔
未
来
派
〕」
と
い
っ
た
流
派
名
ま
で
が
示
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さ
れ
、
注
目
さ
れ
る
。

　
「
巣
鴨
洋
画
展
覧
会
」（
巣
鴨
・
仰
高
尋
常
小
学
校
、
一
九
一
二
・
一
・
一
～
五
）
に
、
萬
は
《
女
》
ほ
か
を
出
品
し
た
。
同
展
は
、

雪
堂
「
芸
苑
雑
記
」（『
美
術
新
報
』
一
九
一
二
・
二
）
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
評
さ
れ
た
。

△
新
年
早
々
巣
鴨
付
近
に
住
す
る
青
年
洋
画
家
の
展
覧
会
が
開
か
れ
た
。
青
年
作
家
の
傾
向
を
見
よ
う
と
思
つ
て
出
掛
け
て
見

た
。〔
略
〕
記
者
は
第
一
諸
氏
の
熱
心
を
看
取
す
る
、
そ
し
て
自
重
を
祈
る
。
作
品
に
就
て
は
、
皆
若
々
し
い
元
気
に
充
ち
て

居
る
の
を
覚
え
る
、
そ
し
て
又
一
種
の
新
し
い
形
式
を
追
ひ
つ
ゝ
あ
る
痕
が
見
え
る
。（
二
〇
頁
）

　

こ
の
展
覧
会
に
、
評
者
は
「
青
年
作
家
の
傾
向
」
を
求
め
、
実
際
に
作
品
を
見
て
は
「
一
種
の
新
し
い
形
式
」
を
看
取
し
て
い
る
。

し
て
み
れ
ば
、
少
な
く
と
も
評
者
に
と
っ
て
、
同
会
へ
の
期
待
を
満
た
す
展
示
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

こ
う
し
た
グ
ル
ー
プ
展
へ
の
参
加
を
経
て
、
萬
は
時
間
を
か
け
た
卒
業
制
作
と
し
て
、《
裸
体
美
人
》
を
制
作
、
発
表
す
る
。
現

在
で
も
「
胸
を
は
だ
け
た
女
性
が
大
胆
に
横
臥
す
る
ポ
ー
ズ
に
、
目
に
痛
い
原
色
の
赤
と
緑
と
い
う
色
彩
対
比
、
さ
ら
に
空
に
は
幻

想
的
な
雲
が
浮
か
ぶ
と
い
っ
た
衝
撃
的
な
画
面
構
（
（1
（
成
」
と
紹
介
さ
れ
る
《
裸
体
美
人
》
は
、
美
術
史
上
に
お
い
て
も
「
日
本
に
お
け

る
フ
ォ
ー
ヴ
ィ
ス
ム
の
最
初
の
作
品
と
し
て
後
年
高
い
評
価
を
受
け
た
」
と
紹
介
さ
れ
る
作
品
で
あ
り
な
が
ら
、「
萬
が
受
け
た

〔
卒
業
制
作
の
〕
評
点
は
七
二
点
で
あ
り
、
席
次
は
西
洋
画
家
本
科
卒
業
生
一
九
名
中
の
一
六
番
で
あ
っ
（
（1
（
た
」
と
い
う
。
同
作
の
美

術
史
的
意
義
は
、
時
間
が
た
つ
に
つ
れ
て
高
ま
っ
て
い
く
よ
う
で
、
今
日
で
は
次
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
る
。
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本
図
は
日
本
フ
ォ
ー
ヴ
ィ
ス
ム
の
記
念
碑
的
作
品
と
し
て
評
価
が
高
い
が
、
萬
の
絵
画
の
特
徴
を
端
的
に
示
す
代
表
作
で
あ

も
る
。
本
人
も
認
め
る
よ
う
に
ゴ
ッ
ホ
や
マ
チ
ス
と
い
っ
た
画
家
た
ち
の
感
化
が
指
摘
さ
れ
る
正
面
観
の
強
い
構
図
や
輪
郭
線

を
多
用
す
る
画
面
構
築
、
背
景
の
山
な
み
や
雲
に
み
る
造
形
感
覚
と
色
感
、
さ
ら
に
ど
こ
か
諧
謔
的
と
も
い
え
る
モ
チ
ー
フ
な

ど
は
萬
独
自
の
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
萬
は
単
な
る
新
様
の
模
倣
で
は
な
く
、
自
己
の
内
的
な
必
然
に
即
し
た
表
現
を
す
で
に

追
求
し
て
い
る
と
い
っ
て
良
い
。

　

黒
田
清
輝
を
中
心
と
す
る
外
光
派
が
主
流
で
あ
っ
た
時
代
に
あ
っ
て
、
本
図
は
極
め
て
斬
新
で
前
衛
的
で
あ
り
、
個
性
的
な

芸
術
家
た
ち
を
輩
出
し
た
大
正
時
代
の
劈
頭
を
飾
る
作
品
と
し
て
、
日
本
の
近
代
洋
画
史
上
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
（
（1
（
る
。

　

こ
こ
で
は
、
フ
ォ
ー
ヴ
ィ
ス
ム
と
い
う
流
派
、
ゴ
ッ
ホ
、
マ
テ
ィ
ス
と
い
っ
た
画
家
名
と
と
も
に
、「
萬
独
自
」
の
表
現
が
、
高

く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　

卒
業
制
作
当
時
の
《
裸
体
美
人
》
評
価
に
つ
い
て
は
、
小
寺
健
吉
の
回
想
が
あ
る
。「
西
洋
画
科
は
三
十
人
位
の
卒
業
生
だ
っ
た

が
、
今
考
え
て
も
誰
の
作
品
も
記
憶
に
な
い
」
と
い
う
小
林
は
、「
只
一
人
萬
君
の
「
草
上
美
人
」
と
い
う
作
品
だ
け
が
判
然
と
思

い
浮
か
べ
る
こ
と
が
出
来
る
」、「
そ
れ
程
印
象
が
強
か
っ
た
」
と
い
う
。
た
だ
し
、
小
寺
は
「
感
心
し
た
の
で
は
決
し
て
な
い
」、

「
余
り
ひ
ど
い
絵
だ
と
思
っ
た
か
ら
だ
っ
（
（1
（
た
」
の
だ
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
つ
づ
け
る
。

と
い
う
の
は
、
そ
の
前
に
立
っ
た
時
、
誰
で
あ
っ
た
か
忘
れ
た
が
、
私
の
先
輩
で
学
校
の
先
生
で
は
な
く
助
手
か
何
か
が
私
に

近
よ
っ
て
、
こ
の
絵
は
余
り
ひ
ど
い
絵
だ
か
ら
、
ど
こ
か
目
立
た
な
い
壁
に
並
べ
よ
う
と
思
っ
て
苦
心
し
た
よ
…
…
と
い
う
の
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だ
。
私
も
一
緒
に
笑
っ
た
。〔
略
〕
当
時
の
藤
島
先
生
で
も
ま
だ
フ
ォ
ー
ブ
に
理
解
が
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
ま
し
て

当
時
の
黒
田
、
岡
田
、
和
田
等
の
諸
先
生
が
「
草
上
美
人
」
を
理
解
す
る
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
（
（1
（
い
。

　

こ
の
小
林
の
回
想
も
、
六
〇
年
を
経
た
も
の
で
、
い
わ
ゆ
る
「
フ
ォ
ー
ヴ
理
解
」
が
、
実
作
だ
け
で
な
く
、
美
術
史
的
に
も
整
序

さ
れ
た
時
点
か
ら
の
も
の
で
は
あ
る
。「
萬
鐵
五
郎
の
仕
事
は
、
当
時
の
画
壇
の
動
き
か
ら
い
え
ば
、
驚
く
べ
き
先
を
行
つ
た
も
の

で
あ
つ
（
（1
（
た
」
と
評
さ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
針
生
一
郎
は
、《
裸
体
美
人
》
に
は
「
美
術
観
の
断
層
」
が
示
さ
れ
て
い
る
と
み
て
、

「
は
じ
め
て
同
時
代
の
生
き
た
〔
西
洋
美
術
の
〕
動
向
と
対
決
す
る
に
い
た
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
（
（1
（
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
つ

ま
り
、
西
洋
美
術
の
新
傾
向
の
移
入
に
、
日
本
で
も
い
よ
い
よ
時
差
が
な
く
な
っ
て
き
た
と
い
う
の
だ
。

　

な
ら
ば
、《
裸
体
美
人
》
か
ら
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
西
洋
美
術
の
影
響
が
見
出
さ
れ
て
き
た
の
か
。
萬
自
身
は
、
ゴ
ッ
ホ

と
マ
テ
ィ
ス
を
あ
げ
て
い
た
が
、
小
林
徳
三
郎
は
「
明
治
の
末
年
に
日
本
で
出
来
た
空
前
の
後
期
印
象
派
の
傑
（
（1
（
作
」
だ
と
捉
え
る
一

方
、
田
中
穣
は
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

「
裸
体
美
人
」
の
陰
影
に
よ
ら
ぬ
描
写
法
に
は
、
美
術
史
的
に
見
れ
ば
、
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
か
ら
マ
チ
ス
に
受
け
つ
が
れ
た
新
式
の

色
面
構
成
が
あ
り
、
徹
底
す
れ
ば
当
然
セ
ザ
ン
ヌ
か
ら
ピ
カ
ソ
の
キ
ュ
ビ
ス
ム
に
移
行
す
る
、
造
形
上
の
方
向
が
示
さ
れ
て
い

た
の
で
あ
る
。

　

実
際
、
そ
れ
は
、
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
も
、
セ
ザ
ン
ヌ
も
図
版
で
し
か
知
ら
ず
、
本
場
の
パ
リ
へ
は
一
度
も
行
っ
た
こ
と
の
な
い
一

美
校
生
が
描
い
た
も
の
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
場
を
見
て
き
た
プ
ロ
の
だ
れ
よ
り
も
早
く
、
大
胆
に
、
し
か
も
正
し
く
、
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本
場
の
最
先
端
を
と
り
こ
ん
で
い
た
作
品
で
あ
っ
（
（1
（
た
。

　

こ
こ
に
、
田
中
淳
に
よ
る
《
裸
体
美
人
》
評
も
並
置
し
て
み
よ
う
。

画
面
か
ら
は
、
原
色
の
鮮
や
か
な
対
比
、
大
胆
に
単
純
化
さ
れ
た
フ
ォ
ル
ム
、
そ
し
て
う
ね
る
よ
う
な
激
し
い
筆
致
に
、
ゴ
ッ

ホ
や
マ
チ
ス
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
さ
ら
に
、
荒
々
し
い
自
然
と
裸
婦
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
は
、
プ
リ
ミ
テ
ィ

ヴ
な
イ
メ
ー
ジ
を
感
じ
さ
せ
、
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
の
タ
ヒ
チ
時
代
の
絵
画
を
も
想
起
さ
せ
る
。
萬
に
と
っ
て
、
イ
ン
デ
ペ
ン
デ
ン
ト

の
画
家
と
し
て
の
出
発
を
明
示
す
る
作
品
で
あ
っ
た
こ
の
〈
裸
体
美
人
〉
は
、
果
た
し
て
、
今
日
で
は
日
本
に
お
け
る
後
期
印

象
派
の
受
容
を
示
す
、
も
っ
と
も
早
い
作
例
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
（
（1
（
る
。

　

い
ず
れ
も
画
面
の
特
徴
を
記
述
し
な
が
ら
、
小
林
と
田
中
淳
は
「
後
期
印
象
派
」
か
ら
の
、
田
中
穣
は
「
キ
ュ
ビ
ス
ム
」
か
ら
の

影
響
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
盈
虚
を
指
摘
す
る
画
家
の
固
有
名
（
ゴ
ッ
ホ
、
マ
テ
ィ
ス
、
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
、
セ
ザ
ン
ヌ
、
ピ
カ

ソ
）、
流
派
（
フ
ォ
ー
ヴ
ィ
ス
ム
、
後
期
印
象
派
、
キ
ュ
ビ
ス
ム
）
に
も
か
な
り
の
ば
ら
つ
き
―

幅
が
あ
る
。
も
と
よ
り
、
最
終
的

に
は
萬
鐵
五
郎
独
自
の
作
品
で
あ
る
に
は
違
い
な
い
が
、
こ
の
よ
う
に
西
洋
美
術
の
新
傾
向
に
関
わ
る
流
派
、
画
家
名
を
次
々
と
喚

起
し
て
い
く
こ
と
自
体
が
、
美
術
言
説
史
上
に
お
け
る
《
裸
体
美
人
》
の
最
大
の
特
徴
で
あ
る
。
も
と
よ
り
、
そ
れ
は
西
洋
美
術
の

新
傾
向
と
併
走
す
る
か
の
よ
う
な
、
萬
の
主
体
形
成
の
軌
跡
ゆ
え
で
も
あ
る
。

　

さ
ら
に
は
、
こ
こ
に
萬
が
学
ん
だ
東
京
美
術
学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
教
員
も
関
わ
る
。《
裸
体
美
人
》
に
つ
い
て
有
川
幾
夫
は
、



「心的印象」を「象徴的」に描くこと13

「
強
烈
な
色
彩
や
大
胆
な
タ
ッ
チ
と
い
っ
た
後
期
印
象
派
や
フ
ォ
ー
ヴ
ィ
ス
ム
の
表
現
手
法
を
キ
ャ
ン
バ
ス
に
叩
き
つ
け
た
だ
け
で

な
く
、
卒
業
制
作
と
い
う
学
習
の
総
括
に
あ
た
っ
て
、
そ
れ
ま
で
の
訓
練
教
程
を
意
識
的
に
絵
画
化
す
る
と
い
う
意
図
も
滑
り
込
ま

せ
て
い
（
（2
（
た
」
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、
こ
れ
を
具
体
化
し
た
よ
う
な
蔵
屋
美
香
に
よ
る
次
の
論
評
も
あ
る
。

戸
外
の
腰
巻
姿
の
裸
婦
と
い
う
、
当
時
教
員
だ
っ
た
黒
田
清
輝
や
白
馬
会
の
画
家
た
ち
好
み
の
モ
チ
ー
フ
を
、
わ
ざ
わ
ざ
黒
田

が
嫌
っ
た
黒
を
は
じ
め
、
赤
、
緑
と
い
っ
た
き
つ
い
原
色
の
絵
具
を
厚
く
塗
っ
て
描
い
た
こ
と
に
は
、
前
の
世
代
へ
の
反
抗
の

身
振
り
を
示
す
意
図
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
（
（2
（
う
。

　

つ
ま
り
、《
裸
体
美
人
》
と
は
、「
訓
練
教
程
」
の
学
習
成
果
を
ふ
ま
え
た
「
反
抗
の
身
振
り
」
を
備
え
つ
つ
、
文
字
情
報
や
複
製

図
版
か
ら
理
解
し
た
西
洋
美
術
の
新
傾
向
を
積
極
的
に
と
り
い
れ
、
そ
れ
ら
を
血
肉
化
し
た
萬
が
、
そ
の
集
大
成
と
し
て
一
つ
の
画

面
に
凝
縮
し
た
成
果
、
な
の
だ
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ほ
ど
、
近
代
日
本
に
お
け
る
洋
画
史
―

西
洋
美
術
の
新
傾
向
受
容
／

超
克
を
端
的
に
示
し
た
作
品
は
ま
た
と
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

再
び
「
私
の
履
歴
書
」（
前
掲
）
に
よ
れ
ば
、
萬
は
「
松
村
巽
や
川
上
凉
花
な
ど
と
芝
の
統
一
教
会
で
雑
草
会
と
言
ふ
の
を
や
つ

た
」、「
原
町
研
究
所
の
人
達
と
葵
橋
の
三
会
堂
で
原
人
会
展
覧
会
と
言
ふ
の
を
や
り
学
校
で
描
い
た
絵
を
大
半
出
し
た
」（
一
九
七

頁
）
と
い
う
。

　
「
山
中
恕
亮
主
催
美
術
展
」（
赤
坂
・
三
会
堂
、
一
九
一
二
・
五
・
一
～
七
）
に
は
《
裸
体
美
人
》
ほ
か
が
出
品
さ
れ
、「
葵
橋
の

ほ
と
り　

山
中
氏
主
催
美
術
展
覧
会
」（『
万
朝
報
』
一
九
一
二
・
五
・
二
）
で
論
及
さ
れ
た
。
同
記
事
に
は
、《
裸
体
美
人
》
に
つ
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い
て
「
萬
鐵
五
郎
氏
の
強
い
画
が
あ
る
、
西
欧
の
最
新
流
を
そ
の
ま
ゝ
に
行
か
う
と
い
ふ
の
で
、
夕
日
の
丘
に
寝
そ
べ
つ
た
女
は
今

年
美
術
学
校
の
卒
業
製
作
の
中
に
見
た
も
の
だ
」（
一
面
）
と
あ
り
、
西
洋
美
術
の
新
傾
向
へ
の
理
解
あ
る
評
者
に
よ
る
同
時
代
評

価
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
浦
仙
生
「
晩
春
の
諸
展
覧
会
」（『
美
術
新
報
』
一
九
一
二
・
六
）
に
は
、
同
人
の
紹
介
に
く
わ
え
、
会
全

体
に
つ
い
て
次
の
論
評
が
み
ら
れ
た
。

同
人
諸
氏
は
、
旧
白
馬
会
派
の
異
端
者
と
目
し
て
も
宜
い
、
過
去
の
ア
カ
デ
ミ
ツ
ク
が
生
ん
だ
、
急
進
者
と
呼
ん
で
も
よ
い
だ

ら
う
。
或
は
、
団
体
、
流
派
か
ら
超
脱
し
、
邁
進
し
た
自
覚
者
の
集
合
と
も
云
へ
よ
う
。
全
く
、
同
人
諸
氏
は
個
性
を
尊
重
し

て
る
―
山
嶽
を
発
掘
し
て
、
自
己
の
鉱
脈
に
打
つ
か
つ
た
自
覚
者
と
、
山
上
山
腹
に
、
点
々
と
し
て
る
、
岩
の
中
に
、
自
己

を
発
見
し
た
と
称
し
て
、
之
を
総
合
し
た
自
覚
者
と
の
間
に
は
、
多
少
の
距
離
が
な
く
つ
て
は
な
る
ま
い
―
洞
察
と
摸
倣
、

吾
人
は
同
人
諸
氏
の
真
摯
な
る
洞
察
か
ら
来
た
、
個
性
の
発
見
を
切
望
し
て
る
。（
二
六
面
）

　

こ
こ
で
は
、
具
体
的
な
絵
画
表
現
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
く
、
む
し
ろ
画
面
か
ら
自
覚
的
な
「
自
己
―

個
性
」
が
読
み
と
ら
れ
、

そ
れ
が
「
急
進
者
」
と
し
て
の
同
人
へ
の
高
評
価
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
「
第
一
回
雑
草
会
展
」（
芝
・
統
一
キ
リ
ス
ト
教
会
、
一
九
一
二
・
五
・
一
五
～
一
九
）
に
萬
は
、《
風
景
》
ほ
か
二
点
を
出
品
し

た
。
同
展
に
つ
い
て
は
、
齋
藤
與
里
「
雑
草
会
の
絵
（
上
）」（『
読
売
新
聞
』
一
九
一
二
・
六
・
七
）
に
次
の
具
体
的
な
作
品
評
が

読
ま
れ
る
。
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萬
鐵
五
郎
氏
の
『
風
景
』
は
眼
の
鏡
に
映
つ
た
パ
ノ
ラ
マ
を
其
の
儘
カ
ン
バ
ス
に
復
写
し
た
と
云
ふ
よ
り
も
氏
の
芸
術
的
良
心

に
解
釈
さ
れ
た
全
く
氏
の
風
景
を
現
し
た
も
の
と
云
ふ
様
な
絵
で
氏
の
心
底
に
風
景
を
感
得
す
る
働
き
が
あ
つ
て
同
時
に
そ
れ

を
解
釈
す
る
芸
術
の
力
か
ら
生
れ
た
様
な
処
が
、
他
の
二
枚
の
画
よ
り
も
活
々
し
て
ゐ
た
。

凡
て
或
る
景
色
に
臨
ん
だ
時
、
自
分
の
感
得
し
た
其
己
の
心
持
を
絵
画
と
し
て
表
現
す
る
時
は
色
彩
も
形
も
全
く
己
の
心
の
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。〔
略
〕
私
が
『
風
景
』
を
心
持
ち
好
く
感
じ
た
の
も
、
萬
氏
の
感
得
心
が
私

―
私
は
私
の
事
ば
か

り
云
ふ
―
を
感
じ
さ
せ
る
丈
の
力
を
持
つ
て
働
い
て
ゐ
る
か
ら
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
口
に
云
へ
ば
新
し
い
萬
氏
の
風

景
を
見
せ
て
呉
れ
た
の
が
嬉
し
か
つ
た
の
で
あ
る
。（
五
面
）

　

こ
こ
で
齋
藤
與
里
は
、
帰
国
以
来
繰
り
返
し
述
べ
て
き
た
、
自
然
を
真
摯
に
み
つ
め
、
そ
こ
に
見
出
し
た
自
己
を
「
絵
画
と
し
て

表
現
す
る
」
と
い
う
理
想
が
実
現
さ
れ
た
作
品
と
し
て
、《
風
景
》
を
き
わ
め
て
高
く
評
価
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、「
雑
誌
『
モ
ザ
イ
ク
』
主
催
第
一
回
展
覧
会
」（
本
郷
・
第
一
倶
楽
部
、
一
九
一
二
・
六
・
一
～
三
）
に
も
、
萬
は
《
太

陽
》（
木
版
）、《
子
守
》（
銅
版
）
を
出
品
し
て
い
る
。
同
展
に
つ
い
て
は
、
短
評
な
が
ら
無
署
名
「
モ
ザ
イ
ク
展
覧
会
」（『
読
売
新

聞
』
一
九
一
二
・
六
・
四
）
に
お
い
て
、「
萬
鐵
五
郎
君
の
木
版
と
エ
ツ
チ
ン
グ
も
こ
の
会
中
で
価
値
あ
る
も
の
」（
五
面
）
と
評
さ

れ
た
。

　

こ
う
し
て
在
学
中
か
ら
、
萬
は
同
世
代
の
洋
画
家
と
と
も
に
、
西
洋
美
術
の
新
傾
向
に
触
発
さ
れ
な
が
ら
、
何
か
し
ら
新
傾
向
の

作
品
を
制
作
し
て
い
く
前
衛
的
な
グ
ル
ー
プ
の
一
人
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
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Ⅲ　
ヒ
ュ
ウ
ザ
ン
会

　

す
で
に
、《
裸
体
美
人
》、《
風
景
》
な
ど
で
、
西
洋
美
術
の
新
傾
向
に
関
心
の
あ
る
向
き
に
は
一
定
以
上
の
評
価
を
得
て
い
た
萬

鐵
五
郎
は
、
ヒ
ュ
ウ
ザ
ン
会
に
参
加
す
る
。
三み

度た
び

、「
私
の
履
歴
書
」（
前
掲
）
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
期
の
こ
と
は
次
の
よ
う
に
回
想

さ
れ
て
い
る
。

秋
頃
に
な
つ
て
フ
ユ
ー
ザ
ン
会
の
話
が
持
ち
上
が
り
高
村
、
齋
藤
、
木
村
、
岸
田
、
眞
田
、
小
林
（
徳
）、
僕
其
の
他
十
数
人

集
ま
り
読
売
新
聞
社
の
楼
上
で
、
第
一
回
を
開
き
日
本
に
於
け
る
新
芸
術
運
動
の
先
鞭
を
付
け
た
。（
一
九
七
頁
）

　

引
用
末
尾
「
新
芸
術
運
動
の
先
鞭
を
付
け
た
」
に
は
、
萬
の
自
負
が
読
み
と
れ
る
。「
第
一
回
ヒ
ュ
ウ
ザ
ン
会
展
覧
会
」（
銀
座
・

読
売
新
聞
社
三
階
、
一
九
一
二
・
一
〇
・
一
五
～
一
一
・
三
）
に
萬
は
、《
静
物
》、《
女
の
顔
（
ボ
ア
の
女
）》、《
風
景
（
煙
突
の
あ

る
風
景
）》、《
風
景
（
春
）》、《
自
画
像
》、《
習
作
》、《
風
景
》
の
七
点
を
出
品
し
た
。

　

同
展
は
、
齋
藤
與
里
、
岸
田
劉
生
、
高
村
光
太
郎
と
い
っ
た
西
洋
美
術
の
新
傾
向
を
喧
伝
―

実
践
し
て
き
た
メ
ン
バ
ー
と
の
グ
ル

ー
プ
展
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
に
な
く
世
間
の
注
目
を
集
め
（
（2
（
た
。
そ
う
し
た
な
か
、
萬
の
出
品
作
品
に
つ
い
て
は
「
表
現
主
義

的
と
も
い
う
べ
き
形
態
の
単
純
化
と
ア
イ
ロ
ニ
ー
が
め
だ
ち
、
万
の
も
っ
と
も
本
質
的
な
部
分
が
一
挙
に
露
出
さ
れ
て
く
（
（2
（
る
」
と
評

さ
れ
て
い
る
。
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こ
の
時
期
の
萬
鐵
五
郎
に
つ
い
て
は
、
小
林
徳
三
郎
の
回
想
に
詳
し
い
。
ま
ず
小
林
は
、「
当
時
は
ま
だ
印
象
派
万
能
の
時
代
で

あ
つ
た
が
、
そ
こ
へ
後
期
印
象
派
風
の
も
の
が
こ
ん
な
に
並
ん
で
展
覧
等
を
や
つ
た
の
は
フ
ユ
ウ
ザ
ン
会
が
一
番
初
め
で
あ
つ
た
ら

う
」
と
、
そ
の
先
駆
性
を
強
調
す
る
。
そ
の
上
で
、
萬
の
出
品
作
品
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
る
。

そ
の
時
萬
君
の
作
品
は
第
一
回
に
八
号
か
ら
十
号
位
の
も
の
七
点
あ
つ
て
、
非
常
に
後
期
印
象
派
風
で
あ
つ
た
。〔
略
〕
僕
に

は
そ
の
絵
が
よ
く
分
ら
な
い
や
う
で
も
あ
り
、
よ
く
見
て
ゐ
る
と
又
非
常
に
い
ゝ
も
の
ら
し
く
も
見
え
た
。（
そ
の
時
ま
だ
萬

君
と
は
懇
意
で
な
か
つ
た
）
そ
し
て
ほ
か
の
人
達
と
は
丸
で
違
つ
た
味
が
あ
つ
た
。
そ
の
会
場
で
と
き
〴
〵
見
か
け
た
萬
君
の

様
子
も
一
寸
類
の
な
い
毛
色
の
違
つ
た
も
の
だ
つ
（
（2
（
た
。

　

こ
こ
で
小
林
は
、
萬
の
画
風
、
風
貌
に
、
ほ
か
の
参
加
メ
ン
バ
ー
と
は
一
線
を
画
す
特
異
性
を
感
じ
と
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
美

術
に
向
か
う
萬
の
確
信
に
満
ち
た
「
精
神
」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
感
心
し
て
い
る
。

　

僕
は
萬
君
を
よ
く
知
つ
て
く
れ
ば
来
る
程
、
彼
の
絵
が
よ
く
分
り
出
し
た
。
そ
し
て
大
へ
ん
好
き
に
な
つ
た
。
僕
な
ど
は
ま

だ
、
そ
の
時
新
し
い
傾
向
の
も
の
に
つ
い
て
半
信
半
疑
の
あ
い
ま
い
な
も
の
だ
つ
た
が
、
萬
君
は
之
れ
我
事
な
り
と
云
ふ
や
う

な
、
確
信
を
も
つ
て
新
し
い
も
の
を
や
つ
て
ゐ
た
。〔
略
〕
何
し
ろ
僕
は
そ
の
と
き
萬
君
を
知
つ
た
お
蔭
で
、
彼
の
や
つ
て
ゐ

る
こ
と
が
よ
く
分
り
、
そ
れ
か
ら
本
場
の
後
期
印
象
以
後
の
新
し
い
精
神
を
や
つ
と
了
解
し
か
け
た
や
う
な
わ
け
だ
つ
た
。
萬

君
の
も
の
が
僕
に
は
初
め
て
の
新
し
い
絵
の
い
ゝ
実
例
で
あ
つ
た
の
（
（2
（
だ
。
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さ
ら
に
、
小
林
は
、
萬
と
「
後
期
印
象
派
以
後
の
新
し
い
精
神
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
、
次
の
よ
う
に
評
価
、
感
嘆
し
て
い
る
。

　

今
見
た
つ
て
、
フ
ユ
ウ
ザ
ン
会
の
と
き
の
萬
君
の
絵
は
誰
れ
だ
つ
て
驚
く
に
違
ひ
な
い
。
本
場
の
も
の
ゝ
か
け
ら

0

0

0

も
見
る
こ

と
が
出
来
な
か
つ
た
時
代
に
、
あ
ん
な
に
も
先
覚
者
の
仕
方
の
精
神
を
伝
へ
得
た
の
は
（
今
見
て
の
話
し
だ
）
不
思
議
な
や
う

だ
。
そ
し
て
彼
の
そ
う
云
ふ
絵
が
新
し
い
も
の
を
追
つ
た
に
止
ま
ら
ず
、
自
分
自
身
の
も
の
に
も
充
分
な
つ
て
ゐ
（
（2
（
る
。

　

と
は
い
え
、
当
時
こ
う
し
た
理
想
的
な
理
解
は
ご
く
限
定
的
な
も
の
だ
っ
た
と
考
え
た
方
が
よ
い
。
萬
の
出
身
地
で
あ
る
岩
手
の

『
岩
手
毎
日
新
聞
』
に
は
、
地
縁
か
ら
萬
や
ヒ
ュ
ウ
ザ
ン
会
に
関
す
る
記
事
が
掲
載
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
そ
れ
を
い
く
つ
か
参
照
し

て
お
き
た
い
。

　

ま
ず
、
佐
藤
孤
葉
「
味
は
し
む
る
絵
（
下
）」（『
岩
手
毎
日
新
聞
』
一
九
一
二
・
一
一
・
八
）
で
は
、
ヒ
ュ
ウ
ザ
ン
会
が
次
の
よ

う
に
総
評
さ
れ
る
。

日
本
現
代
の
社
会
は
こ
の
種
の
生
命
あ
る
画
を
充
分
十
分
に
味
ふ
こ
と
が
出
来
る
か
ど
う
か
。
是
非
理
解
を
し
う
る
者
に
な
ら

ね
ば
な
ら
ぬ
。
因
襲
的
の
苦
し
い
鉄
鎖
を
は
な
れ
て
勃
興
す
る
気
分マ

マ生
き
た
画
の
国
に
達
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。（
一
面
）

　
「
絵
画
の
約
束
」
論
（
（2
（
争
を
彷
彿
さ
せ
る
こ
う
し
た
指
摘
は
、
画
家
達
の
先
鋭
的
な
試
み
と
、
国
民
一
般
と
の
西
洋
美
術
（
の
新
傾
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向
）
に
対
す
る
興
味
・
理
解
の
径
庭
を
示
し
て
余
り
あ
る
。

　

ま
た
、
白
揚
書
屋
主
人
「
新
し
い
画
家
萬
君
（
一
）」（『
岩
手
毎
日
新
聞
』
一
九
一
二
・
一
一
・
二
二
）
で
は
、
萬
鐵
五
郎
《
風

景
》
が
紙
面
に
掲
載
さ
れ
た
（
一
九
一
二
・
一
一
・
一
三
〔『
第
一
回
ヒ
ユ
ウ
ザ
ン
会
展
覧
会
目
録
』
出
品
目
録
（
八
七
）〕）
こ
と

を
う
け
て
、
戸
惑
っ
た
読
者
か
ら
の
反
応
が
次
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

第
一
番
は
『
こ
れ
は
画
だ
ら
う
か
』
と
云
ふ
問
で
あ
つ
た
。
第
二
番
は
『
な
ん
だ
か
、
薪
ざ
ツ
ぼ
う
の
や
う
な
も
の
ぢ
や
な

い
か
』
と
云
ふ
声
で
あ
つ
た
。
第
三
番
は
『
こ
ん
な
の
が
画
で
あ
る
な
ら
、
子
供
に
で
も
描
け
さ
う
な
も
の
だ
』
と
云
ふ
の
で

あ
つ
た
。

　

そ
の
上
で
、
白
揚
書
屋
主
人
は
次
の
よ
う
に
そ
の
前
衛
性
を
説
い
て
い
く
。

フ
ユ
ー
ザ
ン
会
の
人
々
の
画
は
、
第
三
者
か
ら
見
て
、
ま
だ
一
般
の
承
認
す
る
処
と
は
な
つ
て
ゐ
な
い
と
思
ふ
。
否
、
一
般
ど

こ
ろ
で
は
な
い
、
黒
人
仲
間
に
す
ら
も
先
づ
一
寸
頸
を
捻
ら
れ
る
模
様
で
あ
る
。（
一
面
）

　

こ
う
し
た
理
解
の
幅
を
示
し
た
上
で
、
白
揚
書
屋
主
人
は
つ
づ
く
「
新
し
い
画
家
萬
君
（
四
）」（『
岩
手
毎
日
新
聞
』
一
九
一

二
・
一
一
・
二
七
）
に
お
い
て
、（
後
期
印
象
派
の
模
倣
と
い
う
、
萬
へ
の
批
判
も
加
味
し
て
）
次
の
よ
う
に
積
極
的
な
萬
（《
風

景
》）
評
価
を
示
し
て
い
る
。
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若
し
ゴ
オ
ホ
や
マ
チ
ス
の
真
似
を
し
た
処
が
あ
る
と
す
れ
ば
、

其
の
自
分
に
忠
実
に
す
る
と
云
ふ
こ
と
だ
け
で
あ
る
。
然
し

こ
れ
は
其
主
張
に
聞
い
た
と
云
ふ
も
の
で
あ
つ
て
、
他
の
芸

術
を
真
似
し
た
と
云
ふ
べ
き
も
の
で
は
な
い
。

　

萬
君
は
立
派
に
後
期
印
象
派
の
画
家
で
あ
る
。（
一
面
）

　

こ
の
よ
う
な
手
続
き
を
経
て

0

0

0

0

0

0

よ
う
や
く
肯
定
的
に
評
価
さ
れ
る

萬
が
描
い
た
作
品
は
、
ヒ
ュ
ウ
ザ
ン
会
出
品
作
品
ら
し
く
と
い
う

べ
き
か
、
賛
否
両
論
を
招
い
た
。
そ
の
な
か
か
ら
、
批
判
に
対
す

る
萬
の
応
答
が
残
さ
れ
て
い
る
、《
風
景
（
煙
突
の
あ
る
風
景
）》

（［
図
］
参
照
）
を
め
ぐ
る
画
家
と
鑑
賞
者
の
立
場
、
見
解
を
検
討

し
て
み
た
い
。

　

萬
鐵
五
郎
「
友
人
の
批
評
に
答
へ
る
手
紙
」（『
岩
手
毎
日
新

聞
』
一
九
一
三
・
一
・
一
）
に
よ
れ
ば
、『
美
術
新
報
』（
一
九
一

二
・
一
一
）
に
も
掲
載
さ
れ
た
《
風
景
（
煙
突
の
あ
る
風
景
）》

に
つ
い
て
、
岩
手
毎
日
新
聞
社
宛
に
「
抗
議
の
御
書
柬
」、「
是
非
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の
批
評
」
が
あ
っ
た
の
だ
と
い
う
。
そ
れ
に
対
す
る
「
御
答
」
と
し
て
、
自
ら
の
絵
画
観
を
述
べ
た
の
が
同
文
で
あ
る
。

　

萬
は
議
論
の
前
提
と
し
て
、「
私
が
絵
に
依
つ
て
表
は
そ
う
と
す
る
事
柄
」
か
ら
、
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
く
。

私
達
は
自
然
に
対
し
て
居
る
事
か
ら
し
て
常
に
周
囲
と
云
ふ
も
の
が
我
々
を
取
捲
い
て
居
る
〔
、〕
そ
こ
で
我
々
の
心
を
過
ぎ

る
何
物
か
ゞ
あ
る
心
に
烙
印
を
捺
し
て
行
く
も
の
が
あ
る
の
で
あ
る
。
茲
に
私
が
心
と
云
つ
た
が
単
に
所
謂
精
神
と
云
ふ
意
味

で
は
な
い
〔
。〕
精
神
肉
体
官
能
の
全
部
を
含
ん
だ
全
き
自
我
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
〔
。〕

　
「
私
達
」
が
「
自
然
―

周
囲
」
の
中
に
「
居
る
」
こ
と
に
よ
っ
て
、「
心
―

全
き
自
我
」
に
「
烙
印
」
が
捺
さ
れ
る
。「
今
此
の
自

我
の
全
的
存
在
を
仮
に
生
き
た
鏡
に
譬
へ
る
事
が
出
来
る
な
ら
ば
自
然
の
姿
乃
至
人
事
の
状
態
を
明
か
に
写
す
事
」
と
「
瞬
間
の
連

続
を
記
憶
す
る
事
」
が
「
可
能
」
だ
と
す
る
萬
は
、「
此
の
働
き
」
を
「
心
的
印
象
」
と
呼
ぶ
。
し
か
も
そ
れ
は
、
次
の
よ
う
に
き

わ
め
て
主
観
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
そ
の
必
須
の
条
件
と
す
る
。

客
観
的
の
自
然
は
必
ず
厳
然
と
し
て
存
在
す
る
か
も
知
れ
な
い
が
我
々
が
認
め
て
自
然
が
あ
る
と
云
ふ
以
上
此
の
自
然
な
る
言

葉
の
内
容
は
正
し
く
其
の
人
の
認
た
丈〔
だ
〕け

の
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
〔
、〕
又
其
人
の
認
識
す
る
力
の
強
弱
に
よ
つ
て
も

深
さ
乃
至
広
さ
に
於
て
も
多
少
の
差
が
生
ず
る
訳
で
あ
る
。
要
す
る
に
我
々
の
認
識
す
る
事
に
依
て
自
然
乃
至
周
囲
が
存
在
す

る
と
云
つ
て
も
差
支
な
い
事
に
な
る
。
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次
い
で
、「
何
故
に
我
々
が
絵
を
画
く
事
を
敢
て
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
ら
う
か
」
と
問
う
萬
は
、
そ
れ
が
「
私
が
屢
々

逢
着
す
る
疑
問
」
だ
と
し
な
が
ら
も
、「
唯
私
は
受
入
れ
た
印
象
を
再
現
せ
ん
と
し
て
逆
ら
う
事
の
出
来
ぬ
猛
然
た
る
衝
動
に
襲
れ

る
事
は
屢
々
で
あ
る
」
と
、「
衝
動
」
を
肯
定
す
る
。

　

そ
の
上
で
、
萬
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
し
て
「
心
的
印
象
」
を
描
い
て
い
く
か
に
つ
い
て
、
言
語
化
し
て
い
く
。
そ
れ
を
萬
は
、

「
私
は
カ
ン
バ
ス
を
携
へ
て
心
的
印
象
を
象
徴
的
に
具
体
化
す
べ
く
絵
画
の
方
面
に
趣
く
」
と
表
現
す
る
。
し
か
も
、
そ
れ
は
「
私

の
唯
一
の
歓
喜
で
も
あ
り
生
を
味
識
す
べ
く
無
二
の
方
法
で
あ
る
と
信
ず
る
」
と
ま
で
い
う
。
具
体
的
な
プ
ロ
セ
ス
は
、
次
の
よ
う

に
書
か
れ
る
。

私
は
先
づ
最
も
強
き
印
象
を
受
け
た
も
の
を
形
に
従
つ
て
色
を
着
け
て
更
に
亜〔
つ
〕ぐ
も
の
を
第
二
に
着
け
る
順
々
に
画
て
行
く

〔
、〕
画
か
う
と
企
て
た
も
の
が
凡
て
カ
ン
バ
ス
の
上
に
各
位
置
を
占
め
る
。

そ
こ
で
一
寸
面
白
い
画
面
が
成
立
つ
か
も
知
れ
な
い
〔
、〕
色
は
均
整
を
得
形
は
権
衡
が
取
れ
た
も
の
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
。

然
し
私
は
そ
れ
で
満
足
し
て
筆
を
擱
く
訳
に
は
行
か
な
い
〔
、〕
私
の
心
的
印
象
（
即
ち
対
境
）
と
カ
ン
バ
ス
と
の
間
に
一
点

の
隙
も
な
い
か
ど
う
か
を
確
か
め
る
為
め
に
私
の
心
と
対
照
し
な
が
ら
一
々
検
査
す
る
。〔
略
〕
即
ち
画
面
の
効
果
が
鈍
つ
て

居
る
〔
、〕
私
は
ど
う
し
て
も
画
き
直
さ
ず
に
は
居
ら
れ
な
い
。
最
初
の
も
の
を
必
要
な
程
度
に
迄
強
め
る
方
法
を
考
へ
る
。

　

こ
れ
は
、
萬
に
と
っ
て
理
念
的
な
方
針
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
実
際
、「
心
的
印
象
」
を
強
く
描
き
だ
す
た
め
に
、
萬
は

次
の
よ
う
に
す
る
の
だ
と
い
う
。
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私
は
先
づ
〔
煙
突
の
〕
形
を
大
き
く
し
強
い
色
に
変
へ
る
。
斯
く
し
て
画
面
が
汚
れ
カ
ン
バ
ス
は
混
乱
の
状
態
に
陥
つ
て
行
く
。

疲
労
の
極
度
に
達
し
な
が
ら
あ
ら
ゆ
る
精
力
を
集
中
し
て
ど
こ
迄
も
画
き
続
け
る
カ
ン
バ
ス
と
私
の
心
と
の
間
に
一
点
の
隙
も

見
出
せ
な
い
画
面
を
得
る
迄
は
筆
を
擱
く
事
を
し
な
い
。

　

萬
に
と
っ
て
「
カ
ン
バ
ス
と
私
の
心
と
の
間
に
一
点
の
隙
も
見
出
せ
な
い
画
面
」
こ
そ
が
、
到
達
目
標
な
の
だ
。
そ
の
せ
い
で

「
自
然
の
外
形
に
は
遠
か
る
か
も
知
れ
な
い
」
と
し
て
も
、
萬
は
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
「
心
の
記
念
即
ち
心
的
印
象
軈
て
真
の
自
然
」

が
「
む
き
出
し
て
表
れ
て
来
る
も
の
と
思
ツ
て
居
る
」
と
断
じ
て
憚
ら
な
い
。「
そ
ん
な
も
の
は
絵
で
も
芸
術
で
も
な
い
と
い
ふ
人

が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
」
こ
と
を
知
ら
な
い
萬
で
は
な
い
が
「
そ
ん
な
事
に
は
案
外
無
頓
着
で
あ
る
」
と
い
う
。
と
い
う
の
も
、
萬

は
「
絵
」
や
「
芸
術
」
で
あ
る
こ
と
を
求
め
て
い
な
い
か
ら
だ
。
萬
に
と
っ
て
は
、
右
に
述
べ
て
き
た
自
身
の
「
行
為
」
だ
け
が

「
生
を
味
ふ
べ
く
唯
一
の
方
法
」
で
あ
り
、「
求
め
る
も
の
」
は
「
真
の
生
活
」
な
の
だ
。

　

こ
こ
ま
で
が
、
積
極
的
に
語
ら
れ
た
萬
の
絵
画
観

―
絵
画
に
向
か
う
姿
勢
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、「
ア
カ
デ
ミ
ツ
ク
の
行
き
方

と
私
の
や
り
方
と
を
比
較
し
て
見
る
事
」
に
よ
っ
て
、
両
者
の
差
異
―

特
徴
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
く
。
と
は
い
え
、
当
初

か
ら
萬
は
、「
彼
等
〔
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
〕
の
物
の
見
方
は
網
膜
に
止
ま
る
も
の
と
見
て
差
支
な
い
」、「
網
膜
を
通
じ
て
直
接
精
神
に

交
渉
す
る
事
は
誠
に
貧
し
い
も
の
」
と
全
面
的
に
否
定
す
る
姿
勢
を
隠
さ
ず
、「
我
々
が
印
象
に
絵
画
の
形
式
を
一
致
さ
せ
よ
う
と

す
る
間
に
彼
等
は
人
間
の
造
つ
た
遠
近
法
の
約
束
に
よ
つ
て
一
丈
の
柱
が
十
間
の
距
離
で
何
尺
に
見
え
る
か
を
測
量
す
る
」
と
、
具

体
的
な
作
業
を
対
比
し
た
上
で
、「
其
結
果
所
謂
真
面
目
な
絵
で
本
物
の
様
な
絵
で
公
衆
を
喜
ば
す
に
は
充
分
で
あ
る
か
も
知
れ
な
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い
」、
そ
れ
が
自
分
の
目
指
す
も
の
と
は
異
な
る
と
示
す
。
そ
れ
ば
か
り
か
、「
そ
ん
な
考
察
な
き
自
然
の
複
写
を
造
る
位
な
ら
ば
絵

画
に
す
る
迄
も
な
く
何
処
に
で
も
見
付
る
と
い
つ
て
や
り
た
い
」
と
、
わ
ざ
わ
ざ
「
絵
画
に
す
る
」
意
義
す
ら
そ
こ
に
は
な
い
と
述

べ
て
、
貶
め
て
い
く
。
逆
に
い
え
ば
、
萬
の
よ
う
に
「
印
象
に
絵
画
の
形
式
を
一
致
さ
せ
よ
う
と
す
る
」
と
、「
公
衆
」
が
喜
ぶ
も

の
は
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、「
絵
画
」
と
し
て
の
意
義
を
備
え
た
作
品
へ
と
至
り
得
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

最
後
に
、
萬
は
批
判
へ
の
反
批
判
も
展
開
し
て
い
る
の
で
確
認
し
て
お
く
。

　

第
一
に
、「
あ
な
た
は
又
後
期
印
象
派
に
か
ぶ
れ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
疑
義
に
対
し
て
、
萬
は
そ
れ
が
個
人
的
な
問
題
で

は
な
く
、
ま
た
、
時
間
の
問
題
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
次
の
よ
う
な
表
現
で
述
べ
て
い
る
。

前
述
の
如
き
思
想
を
懐
く
私
は
黒
田
〔
清
輝
〕
氏
以
下
に
依
つ
て
伝
へ
ら
れ
た
画
風
に
聞
い
て
あ
ま
り
得
る
処
は
な
か
つ
た
。

そ
し
て
苦
悶
の
状
態
に
あ
つ
た
の
は
私
の
み
で
は
な
か
つ
た
事
は
無
論
で
あ
る
。
後
期
印
象
派
の
報
道
は
唯
熟
し
切
つ
た
腫で
き
も
の物

に
対
す
る
最
後
の
一
針
の
役
目
を
勤
め
た
に
過
ぎ
な
い
。

　

つ
ま
り
、
旧
来
の
絵
画
観
・
絵
画
教
育
の
な
か
で
「
苦
悶
の
状
態
」
に
置
か
れ
た
新
世
代
の
洋
画
家
達
は
、
そ
れ
を
突
き
破
る
何0

か0

を
求
め
、
す
で
に
準
備
を
進
め
て
き
た
と
い
う
の
だ
。
そ
れ
を
確
か
な
理
念
と
し
て
構
え
、
か
た
ち
に
す
る
最
後
の
契
機
と
し
て

の
み
、「
後
期
印
象
派
の
報
道
」
は
役
立
っ
た
と
い
う
の
が
、
萬
の
状
況
認
識
で
あ
る
。
な
お
、
萬
は
「
我
々
は
同
じ
く
人
類
と
し

て
地
球
の
上
に
棲
息
す
る
以
上
東
西
両
洋
を
左
程
区
別
し
て
論
じ
た
く
な
い
」
と
も
述
べ
て
お
り
、
西
洋
美
術
と
い
う
意
識
よ
り
、

世
界
的
な
共
時
性
の
な
か
で
美
術
を
考
え
た
い
と
い
う
志
向
性
も
う
か
が
え
る
。
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第
二
に
、
書
簡
で
指
摘
さ
れ
た
「
老
大
家
に
対
す
る
反
抗
」
に
つ
い
て
も
、
萬
は
「
最
早
や
誰
に
も
反
抗
す
る
必
要
が
な
く
な
つ

た
」
と
断
じ
る
。「
強
烈
豊
富
な
る
真
の
生
活
を
求
め
る
以
外
政
治
運
動
に
類
す
る
行
為
に
興
味
を
持
つ
余
裕
は
な
い
」
と
い
う
萬

に
し
て
み
れ
ば
、「
老
大
家
」
で
あ
ろ
う
が
他
の
何
か
で
あ
ろ
う
と
も
、
自
分
の
目
指
す
道
に
関
わ
ら
な
い
も
の
は
「
邪
魔
に
は
な

ら
な
い
」（
一
一
面
）
の
だ
。

　

こ
う
し
て
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
を
対
置
し
な
が
ら
、
実
作
に
即
し
て
書
か
れ
た
萬
に
よ
る
「
友
人
の
批
評
に
答
え
る
手
紙
」
は
、
絵

画
観
や
制
作
方
法
を
述
べ
た
と
い
う
意
味
で
、
さ
し
あ
た
り
絵
画
論
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
ひ
ろ
く
て
深
い
、
芸
術
論
―

人
生

論
と
い
っ
て
よ
い
も
の
で
あ
っ
た
。

Ⅳ　
「
新
し
き
原
始
時
代
」
へ

　

最
後
に
、
本
稿
の
ま
と
め
を
か
ね
て
、
後
に
萬
鐵
五
郎
が
書
い
た
画
論
を
検
討
し
て
お
き
た
い
。

　

第
一
に
、
萬
鐵
五
郎
「
自
分
の
考
を
言
ふ
」
が
あ
る
。

　
「
絵
を
作
る
態
度
」
を
、「
求
心
的
性
質
―

内
向
的
」
と
「
遠
心
的
性
質
―

外
向
的
」
と
に
峻
別
す
る
萬
は
、
重
視
す
る
前
者
に
つ

い
て
、「
自
分
の
人
間
を
奥
の
方
へ
と
究
め
て
行
く
働
き
」
だ
と
定
義
す
る
。「
絵
画
が
芸
術
と
な
り
得
る
に
は
ど
う
し
て
も
内
面
的

に
な
ら
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
か
ら
、
従
つ
て
求
心
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」、
そ
れ
ゆ
え
「
斯
く
の
如
き
問
題
も
要
す
る
に
作

家
の
人
間
に
帰
つ
て
来
な
け
れ
ば
解
決
さ
れ
な
い
筈
」
で
あ
り
、「
先
づ
第
一
に
人
間
を
作
る
こ
と
が
大
切
」
だ
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
そ
こ
で
浮
か
ぶ
問
い
は
、「
画
家
が
人
間
を
作
る
に
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
」
と
い
う
も
の
だ
が
、
萬
の
解
は
、「
一
筆
々
々
の
間
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に
練
る
外
に
な
い
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

筆
は
人
で
す
。
海
の
水
は
一
滴
で
も
味
が
わ
か
る
様
に
一
つ
の
筆
触
は
即
ち
全
人
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。〔
略
〕
筆
触
々
々
の
間
に
内
的
必
然
性
を
証
明
す
る
事
が
出
来
れ
ば
そ
れ
で
人
間
を
進
め
る
事
が
出
来
る
筈
で
す
。
い
つ

で
も
内
的
必
然
性
が
本
体
で
す
か
ら
、
そ
の
内
的
必
然
を
表
現
し
よ
う
と
し
て
外
的
物
件
と
し
て
の
自
然
が
要
求
さ
れ
て
来
る

の
で
（
（2
（
す
。

　

こ
こ
に
は
、
画
家
の
全
て
を
集
約
す
る
も
の
と
し
て
「
筆
触
」
が
位
置
づ
け
ら
れ
な
が
ら
、「
内
的
必
然
性
」
と
「
自
然
」
と
の

先
後
関
係
ま
で
明
示
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
考
え
方
を
体
系
化
し
た
も
の
が
、
第
二
と
し
て
と
り
あ
げ
る
、
萬
鐵
五
郎
「
鉄
人
独
語
」
で
あ
る
。
同
論
で
萬
は
、
物

の
見
方
、
美
の
捉
え
方
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
く
。

　

目
を
開
い
て
、
正
直
に
見
る
丈
け
に
し
な
く
て
は
い
け
な
い
。
さ
う
で
な
い
と
、
色
々
な
概
念
が
飛
込
ん
で
く
る
。
樹
木
、

室
、
人
間
、
犬
、
土
、
自
然
等
と
云
ふ
概
念
が
そ
れ
だ
。
僕
は
此
等
の
概
念
を
極
力
排
斥
す
る
。
外
界
が
、
眼
を
通
じ
て
神
秘

な
我
々
の
力
を
呼
び
覚
ま
す
。
此
れ
が
即
ち
美
と
云
つ
て
居
る
事
だ
。

　

我
々
が
、
斯
く
描
か
う
と
意
志
す
る
事
、
そ
れ
が
美
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
美
が
、
個
人
に
く
つ
着
い
て
居
る
と
云
ふ
事
に

気
が
付
（
（2
（
く
。
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こ
こ
で
萬
が
警
戒
し
て
い
る
の
は
、
主
観
的
な
認
識
が
「
概
念
」
に
侵
さ
れ
る
こ
と
だ
。
い
わ
ば
、
手
垢
の
つ
い
た
認
識
の
仕
方

に
囚
わ
れ
る
こ
と
な
く
「
見
る
丈
」
に
す
る
こ
と
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、「
外
界
」
と
「
眼
」
と
の
化
学
反
応
に
よ
っ
て
「
美
」

が
生
じ
る
の
だ
と
い
う
。
し
か
も
そ
れ
は
、
ど
こ
か
外
部
に
存
在
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
よ
う
に
物
を
見
る
「
個
人
」
の
意

志
に
よ
る
も
の
で
、
そ
れ
ゆ
え
「
美
」
は
特
定
の
主
体
―

主
観
に
宿
る
の
だ
。

　

こ
う
し
た
こ
と
を
実
践
す
る
が
ゆ
え
に
、
萬
は
「
僕
に
よ
つ
て
野
蕃
人
が
歩
行
を
始
め
た
」
と
揚
言
す
る
の
だ
。
そ
の
内
実
は
、

次
の
よ
う
に
語
ら
れ
る
。

吾
々
は
全
く
無
智
で
い
い
。
見
え
る
も
の
を
見
、
き
こ
え
る
も
の
を
聞
き
、
食
へ
る
も
の
を
食
ひ
、
歩
み
眠
り
描
け
ば
い
い
の

で
あ
る
。
未
来
派
立
体
派
は
正
し
く
文
明
的
産
物
と
見
ね
ば
な
ら
ぬ
。
文
明
と
云
ふ
も
の
に
立
脚
す
る
、
だ
か
ら
浅
薄
な
の
で

あ
る
。
原
人
は
自
然
そ
の
も
の
で
あ
る
。
吾
々
は
自
然
を
摸
倣
す
る
必
要
は
な
い
。
自
分
の
自
然
を
現
は
せ
ば
い
い
の
だ
。

　

こ
う
し
て
萬
は
、「
僕
は
全
く
誰
の
感
化
も
う
け
な
い
」、「
か
く
し
て
僕
は
偉
大
に
達
す
る
事
が
出
来
る
」
と
嘯
く

―
「
僕
の

希
望
は
野
蕃
時
代
に
か
へ
る
事
で
は
な
く
、
新
し
き
原
始
時
代
を
始
め
る
こ
（
（3
（
と
」
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
同
論
の
エ
ッ
セ
ン
ス
は
、

次
の
一
節
に
集
約
さ
れ
る
。

　

自
然
対
自
己
の
問
題
な
の
で
あ
つ
て
、
心
を
ひ
く
光
景
の
前
に
佇
立
す
る
の
で
全
感
能
を
通
じ
、
よ
り
多
く
網
膜
を
通
じ
て
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精
神
は
表
れ
る
の
で
あ
る
。

　

即
ち
対
客
観
の
自
己
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
絵
を
描
く
の
は
、
自
己
の
精
神
に
形
式
（
云
ひ
得
べ
く
ん
ば
）
―
カ
ン

バ
ス
―
を
与
へ
る
の
で
あ
る
。
然
し
僕
の
経
験
を
以
て
す
れ
ば
、
此
の
色
を
用
ひ
た
い
と
云
ふ
思
想
は
、
純
真
な
美
で
あ
る

か
ら
、
網
膜
の
印
象
を
排
し
て
、
根
本
的
な
色
彩
及
び
形
を
与
へ
る
の
で
あ
る
。
僕
は
強
い
、
或
る
烈
し
い
筈
の
概
念
に
わ
づ

ら
は
さ
れ
た
く
な
い
の
で
、
唯
純
真
な
ら
ん
事
を
期
し
て
居
る
。

　

こ
う
し
て
萬
の
悲
願
と
も
称
す
べ
き
も
の
は
「
純
真
」
の
一
語
に
集
約
さ
れ
て
い
く
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
萬
に
自
覚
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
「
科
学
の
思
想
か
ら
甚
だ
遠
い
事
を
思
は
な
い
わ
け
に
は
行
か
な
（
（3
（
い
」
も
の
だ
。

　

し
て
み
れ
ば
、
す
で
に
光
／
色
彩
の
科
学
を
謳
っ
た
印
象
派
か
ら
の
懸
隔
も
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
こ
に
ポ
ス
ト
印
象
派
を
通
過
し
、

キ
ュ
ビ
ス
ム
、
未
来
派
を
横
目
で
見
な
が
ら
、
独
自
の
絵
画
を
追
求
し
て
き
た
萬
の
達
成
は
明
ら
か
で
あ
（
（3
（
る
。
も
っ
と
い
え
ば
、
そ

れ
は
、
明
治
末
年
以
来
、
展
開
さ
れ
て
き
た
西
洋
美
術
の
新
傾
向
が
、
大
正
時
代
に
入
っ
て
到
達
し
た
批リ

ミ

ツ

ト

評
的
臨
界
だ
と
い
え
る
。

《
注
》

（
1
）　

拙
論
「
明
治
末
年
に
お
け
る
西
洋
美
術
受
容
・
再
考
―
言
説
上
の
印
イ
ン
プ
レ
ツ
シ
ヨ
ニ
ズ
ム

象
派
・
後
ポスト･インプレシ









ポ

ポ
ス
ト

期
印
象
派
」（『
大
衆
文
化
』
二
〇
二
一
・
九
）
ほ
か
参
照
。

（
2
）　

同
作
の
歴
史
的
な
位
置
に
つ
い
て
は
、
拙
論
「「
生
の
芸
術
」
論
争
・
再
考

―
山
脇
信
徳
《
停
車
場
の
朝
》
を
め
ぐ
る
言
説
」（『
人
文
学
研
究
所
報
』
二
〇
二

二
・
三
）
参
照
。

（
3
）　

土
方
定
一
「
萬
鐵
五
郎
ノ
ー
ト
」（『
三
彩
』
一
九
六
二
・
九
）、
二
〇
頁
。
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（
4
）　

文
化
庁
文
化
財
部
「
新
指
定
の
文
化
財
（
美
術
工
芸
品
）」（『
月
刊
文
化
財
』
二
〇
〇
一
・
六
）、
一
二
～
一
三
頁
。

（
5
）　

河
北
倫
明
・
高
階
秀
爾
「
耽
美
派
と
表
現
派
」（『
近
代
日
本
絵
画
史
』
中
央
公
論
社
、
一
九
七
八
）、
一
七
〇
～
一
七
一
頁
。

（
6
）　

村
木
明
「
独
自
の
表
現
で
え
ぐ
る
内
面
世
界　

萬
鐵
五
郎
展
」（『
読
売
新
聞
』
一
九
七
二
・
一
・
一
一
夕
）、
五
面
。

（
7
）　

田
中
淳
「
萬
鉄
五
郎
研
究
序
説
―1911

―1917

」（『
東
京
国
立
近
代
美
術
館
研
究
紀
要
』
一
九
八
七
・
三
）、
八
三
頁
。

（
8
）　

陰
里
鐵
郎
「
萬
鐵
五
郎
（
一
）
―
生
涯
と
芸
術

―
」（『
芸
術
研
究
』
一
九
六
九
・
三
）、
二
五
～
二
六
頁
。
同
論
に
お
い
て
「
第
二
期
は
、
郷
里
に
沈
潜
し
た

時
か
ら
再
度
上
京
し
て
湘
南
茅
ヶ
崎
へ
移
る
ま
で
の
時
期
（
一
九
一
四
～
一
九
一
九
）、
キ
ュ
ー
ビ
ス
ム
時
代
」、「
第
三
期
は
、
茅
ヶ
崎
居
住
か
ら
死
ま
で
（
一
九
二

〇
～
一
九
二
七
）、
東
洋
回
帰
、
円
熟
の
時
代
」（
二
六
頁
）
と
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
浅
野
徹
「
立
体
派
、
未
来
派
と
大
正
期
の
絵
画
」（『
東
京
国
立
近
代
美
術
館
年

報
』
一
九
七
八
・
三
）
に
は
、「
萬
鉄
五
郎
は
フ
ュ
ウ
ザ
ン
会
に
結
集
し
た
こ
の
時
期
の
前
衛
的
な
画
家
の
う
ち
で
も
最
も
大
胆
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
お
し
寄
せ
る
新

し
い
造
型
思
潮
の
波
に
呼
応
し
た
画
家
で
あ
っ
た
」（
九
六
頁
）
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。

（
9
）　

田
中
淳
編
「
万
鉄
五
郎
年
譜
」（
萬
鐵
五
郎
『
鉄
人
画
論
〔
増
補
改
訂
〕』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
八
五
）
参
照
。

（
10
）　

平
澤
広
「
萬
鐵
五
郎　

新
た
な
全
体
像
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」（『
没
後
九
〇
年　

萬
鐵
五
郎
展
』
東
京
新
聞
、
二
〇
一
七
）、
二
八
一
頁
。

（
11
）　

注
（
8
）
に
同
じ
、
三
五
頁
。

（
12
）　

注
（
4
）
に
同
じ
、
一
三
頁
。

（
13
）　

小
寺
健
吉
「
萬
君
の
こ
と
な
ど
」（『
絵
』
一
九
七
六
・
四
）、
一
三
頁
。

（
14
）　

注
（
13
）
に
同
じ
、
一
三
～
一
四
頁
。
な
お
、
萬
博
輔
は
「
父
の
こ
と
ど
も
」（『
現
代
日
本
美
術
全
集
二　

萬
鐵
五
郎
集
』
細
川
書
店
、
一
九
五
四
）
に
お
い
て
、

「「
裸
体
美
人
」
の
発
表
」
を
、「
終
始
一
貫
、
世
に
媚
び
る
こ
と
な
く
、
世
評
を
怖
れ
ず
、
生
活
に
も
敗
け
ず
、
正
々
堂
々
、
極
め
て
勇
敢
に
信
ず
る
が
ま
ま
に
描
き

通
し
た
、
父
の
画
業
の
有
り
方
を
宣
言
し
た
も
の
」
と
位
置
づ
け
た
上
で
、「
基
礎
過
程
に
お
い
て
は
、
級
中
随
一
と
言
は
れ
る
出
来
栄
え
で
終
始
し
て
居
り
、
ど
の

様
な
作
品
を
以
つ
て
す
れ
ば
よ
い
か
と
云
ふ
こ
と
は
百
も
承
知
の
上
で
、
当
時
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
の
他
は
顧
み
ら
れ
も
し
な
か
つ
た
世
の
中
に
、
此
の
大
作
を
爆
弾
的
に

発
表
し
た
の
で
あ
る
か
ら
大
変
な
こ
と
に
違
ひ
な
か
つ
た
」、「
そ
の
結
果
議
論
百
出
、
喧
々
囂
々
た
る
中
に
、
辛
く
も
卒
業
を
許
さ
れ
た
」（
七
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

（
15
）　

今
泉
篤
男
「
萬
鐵
五
郎
」（『
現
代
日
本
美
術
全
集　

第
六
巻
』
角
川
書
店
、
一
九
五
五
）、
四
一
頁
。
な
お
、
今
泉
は
《
裸
体
美
人
》
を
「
日
本
に
お
け
る
フ
ォ
ー
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ヴ
的
な
解
釈
を
持
つ
た
最
初
の
作
品
」（
四
一
頁
）
と
評
し
て
い
る
。

（
16
）　

針
生
一
郎
「
大
正
期
の
「
異
端
」
の
振
幅
―
万
鉄
五
郎
ノ
ー
ト
―
」（『
世
界
』
一
九
七
一
・
三
）、
二
四
六
頁
。

（
17
）　

小
林
徳
三
郎
「
萬
鐵
五
郎
君
の
遺
作
記
録
（
製
作
と
そ
の
時
代
）」（
萬
淑
子
編
『
萬
鐵
五
郎
画
集
』
平
凡
社
、
一
九
三
一
）、
二
頁
。
な
お
、
同
文
で
小
林
は
、「
萬

君
が
そ
の
頃
後
期
印
象
派
に
つ
い
て
知
り
得
た
事
も
此
の
本
〔
ハ
イ
ン
ド
『
後
期
印
象
派
』〕
の
範
囲
を
出
ま
い
と
思
ふ
が
、
彼
の
怖
ろ
し
い
頭
脳
は
後
期
印
象
派
の

精
髄
を
洞
察
し
て
こ
の
大
作
と
な
つ
た
。
彼
の
二
十
八
歳
の
と
き
だ
。
鋭
敏
な
彼
が
ま
だ
本
物
を
一
つ
も
見
な
い
で
欧
洲
の
先
覚
者
の
や
つ
た
仕
事
と
呼
応
し
て
ゐ
た

や
う
だ
。」（
二
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

（
18
）　

田
中
穣
「
萬
鐵
五
郎
―
大
正
の
異
才
」（『
中
央
公
論
』
一
九
七
九
・
五
）、
二
九
二
～
二
九
三
頁
。

（
19
）　

注
（
7
）
に
同
じ
、
八
九
頁
。

（
20
）　

有
川
幾
夫
「
萬
鐵
五
郎
の
裸
体
表
現
に
つ
い
て
」（『
宮
城
県
美
術
館
研
究
紀
要
』
一
九
九
七
・
七
）、
五
頁
。

（
21
）　

蔵
屋
美
香
「
寝
る
人
・
立
つ
人
・
も
た
れ
る
人

―
萬
鉄
五
郎
の
人
体
表
現
」（『
東
京
国
立
近
代
美
術
館
研
究
紀
要
』
二
〇
〇
九
・
三
）、
五
頁
。
あ
わ
せ
て
、
蔵

屋
美
香
・
三
輪
健
仁
編
『
ぬ
ぐ
絵
画　

日
本
の
ヌ
ー
ド
一
八
八
〇
～
一
九
四
五
』（
東
京
国
立
近
代
美
術
館
、
二
〇
一
一
）
参
照
。

（
22
）　

拙
論
「
ヒ
ュ
ウ
ザ
ン
会
（
フ
ュ
ウ
ザ
ン
会
）
展
覧
会
の
同
時
代
評
価
」（『
人
文
学
研
究
所
報
』
二
〇
二
四
・
三
）
参
照
。

（
23
）　

注
（
16
）
に
同
じ
、
二
四
八
頁
。

（
24
）　

小
林
徳
三
郎
「
フ
ユ
ウ
ザ
ン
会
頃
の
萬
君
」（『
ア
ト
リ
ヱ
』
一
九
二
七
・
七
）、
五
六
頁
。

（
25
）　

注
（
24
）
に
同
じ
、
五
七
頁
。

（
26
）　

注
（
24
）
に
同
じ
、
五
七
頁
。

（
27
）　

拙
論
「
明
治
末
年
に
お
け
る
洋
画
の
新
潮
流

―
山
脇
信
徳
と
「
絵
画
の
約
束
」
論
争
の
再
検
討
か
ら
」（
中
林
広
一
編
『
ア
ジ
ア
圏
に
お
け
る
文
化
の
生
成
・
受

容
・
変
容
』
御
茶
の
水
書
房
、
二
〇
二
二
）
ほ
か
参
照
。

（
28
）　

萬
鐵
五
郎
「
自
分
の
考
を
言
ふ
」（『
み
づ
ゑ
』
一
九
二
三
・
六
）、
二
頁
。

（
29
）　

萬
鐵
五
郎
「
鉄
人
独
語
」（『
現
代
日
本
美
術
全
集
二　

萬
鐵
五
郎
画
集
』
細
川
書
店
、
一
九
五
四
）、
二
頁
。
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（
30
）　

注
（
29
）
に
同
じ
、
二
頁
。

（
31
）　

注
（
29
）
に
同
じ
、
三
頁
。

（
32
）　

萬
鐵
五
郎
は
「
七
光
会
に
出
し
た
絵
其
他
（
下
）」（『
岩
手
毎
日
新
聞
』
一
九
一
五
・
七
・
六
）
に
お
い
て
、「
現
在
迄
来
て
居
る
自
分
の
必
然
的
な
推
移
の
過
程
」

を
、「
発
生
的
及
び
模
俲
的
自
然
の
再
現

―
印
象
派
的
網
膜
と
形
に
対
す
る
熱
望
と
の
矛
盾
的
共
存

―
内
生
活
表
現
の
衝
動

―
形
態
の
絵
画
的
膨
脹
と
平
面
化

―
自
己
対
客
観
の
本
然
の
姿
即
ち
受
入
に
よ
る
情
熱
の
覚
醒
（
現
在
の
立
場
）
―
Ｘ
」（
一
面
）
と
し
て
表
現
し
て
い
た
。




